
 

 

新たな訓練メニューのご提案（住宅用火災警報器の一斉点検） 

 

１ 概要 

自治会・町内会では、参加者を集め、初期消火訓練（初期消火器具・消火器取扱い等）

や救護訓練などの防災訓練を実施していただいているところです。 

この度、新たな訓練メニューとして、「住宅用火災警報器の一斉点検」をご提案させて

いただきます。 

コロナ禍で集まって訓練をすることが難しい自治会・町内会や防災訓練を初めて実施し

ようと考えている自治会・町内会でも気軽に取り組める内容です。また、これまで実施し

ている訓練とあわせて行うことも可能です。 

住宅用火災警報器は、火災の発生を早期に知らせてくれる機器で、いざという時に正常

に作動するように点検することが重要です。ぜひ、訓練を企画する際の参考としていた

だくようにお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 訓練内容 

 ⑴ 実施場所：各ご自宅 

 ⑵ 実施内容：自宅に取り付けられている住宅用火災警報器をご自身で点検 

 ⑶ 実施日時：各自治会・町内会で日時を決定して一斉に実施（３０分程度） 

  ※上記は一例であり、地域で工夫しながら実施してください。 

 

３ 住宅用火災警報器一斉点検のメリット 

 (1) コロナ禍においても「集まらない防災訓練」が実施できる。 

 (2) 一斉にならすため、火事と勘違いされない。 

 (3) 自宅で訓練に参加できるため、参加者の裾野が広がる。 

  (4) 一斉点検を通じて、高齢者等の防火・防災対策の促進につながる。 

 

４ その他 

  実施方法等については、気軽に消防署にご相談ください。 

  連絡先：青葉消防署総務・予防課予防係（974-0119） 

資料 ３ 

 住宅用火災警報器とは、壁や天井で火災による煙や熱を感知し、音声や警報音により火災発生を知

らせるもので、火災の早期発見に大変有効です。 

 住宅用火災警報器の寿命は約 10 年と言われており、2011 年６月の設置義務化から 11 年が経過した

ことから、今後、設置されている住宅用火災警報器の電池切れや故障等で、気づかぬ間に火災を感知

しなくなる恐れがあります。 

 住宅用火災警報器がいざというときに適切に作動するように、定期的に点検していただくことが重

要です。 
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自治会・町内会長 各位 

 

青葉区福祉保健課長 

 

 

 

災害時医療のぼり旗掲出訓練について 

 

 

 

青葉区内において震度６弱以上の地震発生時等に、診療・開局が可能な医療機関・薬局はその

目印として「診療中」又は「開局中」と記載された「のぼり旗」を掲出し、診療・開局すること

としております。 

この度、過去に大きな震災があった９月１日、１月17日、３月11日に、青葉区医師会、歯科医

師会、薬剤師会の会員の医療機関・薬局において、この「のぼり旗」を掲出する訓練を実施する

こととなりましたのでお知らせいたします。 

なお、今後も同日に、毎年同様の訓練を実施予定です。 

 

 

【訓練実施日】 

令和４年９月１日（木）、令和５年１月17日（火）、令和５年３月11日（土） 

 

【訓練内容】 

 災害協力医療機関及び薬局が診療時間、営業時間内の診療等に支障なく対応でき

る範囲で、横浜市医療局より予め提供されている災害時のぼり旗「診療中」「開局中」

を掲出します。 

 

 

 

 

 

 

問合せ先： 青葉区福祉保健課事業企画担当 ℡（９７８）２４３６  

 

裏面あり  

青葉区連合自治会長会定例会資料 

令 和 ４ 年 ７ 月 2 0 日 

青 葉 区 役 所  福 祉 保 健 課 
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【問合せ】  青葉区役所福祉保健課事業企画担当 
TEL：978-2436 FAX：978-2419 

 

 

日 付 令和４年９月１日（木）、令和５年１月 17 日（火）、

令和５年３月 11 日（土） 
 

内 容   青葉区内の医師会、歯科医師会、薬剤師会の会員で、診療・ 

薬局開局の時間内において、ご協力いただける病院、診療所、 

歯科医院、薬局により、「診療中」 又は 「開局中」の のぼり旗 

を掲出します。 
 

※ 区内における震度６弱以上の震災発生時等に診療・開局が可能な医療機

関・薬局は、その目印として「診療中」「開局中」と記載されたのぼり旗

を掲出し、診療・調剤することとしています。 
 

災害時には、ケガの緊急度・重症度に応じて医療機関を選択・受診してください。 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青青葉葉区区災災害害時時医医療療ののぼぼりり旗旗掲掲出出訓訓練練  

災害時協力病院 

災害拠点病院 



 
 

 

ねんりんピックかながわ 2022（第 34回全国健康福祉祭）の開催について 

ねんりんピックかながわ 2022（第 34回全国健康福祉祭）は、各都道府県及び政令市から選

手が集まり、神奈川県内の各会場で交流大会やイベントを行います。来訪された選手の皆様を

歓迎し、各競技で存分に力を発揮していただくため、安全な大会運営に向けた準備を進めてい

ます。横浜市内においても８つの会場で交流大会を開催しますので、各自治会・町内会長の皆

様におかれましては、御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

１ ねんりんピック（全国健康福祉祭）について 

  ねんりんピック（全国健康福祉祭）とは、人生の年輪を重ね、豊富な知識と経験を積んだ

高齢者を中心とするスポーツ・文化・福祉などの総合的な祭典です。 

厚生省（現厚生労働省）創立 50周年を記念して昭和 63年以来毎年、厚生労働省、長寿社会

開発センター及び開催地の都道府県が主催となって開催されています。 

令和４年度は神奈川県、横浜市、川崎市、相模原市が主催する「ねんりんピックかながわ２

０２２」が開催されます。 

 

２ 神奈川・横浜・川崎・相模原大会概要 

(1) 日程：令和４年 11月 12日（土）～11月 15日（火） 

(2) スポーツ等交流大会：卓球、ゲートボール、囲碁など 32種目を県内 26市町で開催 

(3) 関連イベント：ねんりんスマイリングフェスタ 

※別紙「ねんりんピックかながわ 2022イベント概要」参照 

(4) 横浜市選手出場予定種目：全種目（32種目、最大 440人）を予定 

(5) 横浜市開催交流大会種目：２種目（テニス・サッカー） 

 

３ 市内実施会場について 

(1) 総合開会式： 11月 12日（土）横浜アリーナ 

(2) 横浜市主催種目交流大会： 11月 13日（日）、14（月） 

※会場所在区には、開催前に詳細について情報提供させていただく予定です。 

 担当 健康福祉局高齢健康福祉課 

藤木、浅水、岩島、大田原 

電話：671-2406 

競技種目 会場名 参加予定人数 

テニス 三ツ沢公園【神奈川区】 648人 

 

 

サッカー 

神奈川県立保土ケ谷公園（サッカー場・ラグビー場）【保土ケ谷区】  

 

 

1,280人 

新横浜公園 しんよこフットボールパーク【港北区】 

神奈川県サッカー協会 フットボールセンター（かもめパーク）【泉区】 

横浜ＦＣ 東戸塚フットボールパーク【戸塚区】 

長浜公園 多目的運動広場【金沢区】 

玄海田公園 運動広場【緑区】 

谷本公園 球技場【青葉区】 

市連会７月定例会説明資料  

令 和 ４ 年 ７ 月 1 2 日  

健康福祉局高齢健康福祉課 



「ねんりんピックかながわ 2022 イベント概要」 
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案          令 和 ４ 年 月 日

  

自治会・町内会長 各位 

青葉区長 天下谷 秀文  

 

令和４年就業構造基本調査の実施に伴う協力について（依頼） 

 

 時下 ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

 日頃から各種統計調査に御協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

 さて、本年 10 月１日に、総務省の所管する就業構造基本調査が統計法（国の統計に関する基本的な

法律）に基づいた基幹統計調査として実施されます。 

つきましては、調査実施の際には特段の御配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

１ 調査の概要 

  この調査は、国民の就業及び不就業の状態を明らかにすることで、国や横浜市の行う経済政策や雇

用政策の基礎資料を得ることを目的にしたもので、昭和31年に第１回の調査が行われ、今回は 18 回

目の調査になります。 

 

２ 調査の対象、方法、時期 

 調査の対象となる地域・世帯は無作為に抽出され、当区においては 39 の調査区が指定されていま

す。実際に調査の対象になるのは、約 600 世帯のうちの 15歳以上の方です。   

  ８月下旬から、神奈川県知事が任命した調査員が対象調査区内を巡回し、調査の趣旨を説明し協力

を依頼します。その後、実際に調査票の記入を依頼する世帯を抽出し、９月下旬からその世帯を調査

員が訪問し、調査票の配布を行います。調査員は、調査活動中は顔写真の入った調査員証を携行して

います。当区において、実際に調査の対象になるのは、約 600 世帯の中の 15 歳以上の方です。   

つきましては、当調査の実施を御承知おきいただき、世帯等から質問などがあった場合の問い合わ  

せ先として、区役所統計選挙係をご案内くださいますようお願い申し上げます。   

 

４ 同封資料 

(1) 調査対象自治会町内会一覧 

(2) リーフレット 

 

  

 

 

 

 

問合せ先 

         担当 青葉区役所総務課統計選挙係 和田、高木

         電話：９７８－２２０５                            



 

 

花苗の配付について（配付希望調査） 

 

１ 概要 

  緑や花に対する盛り上がりの機運の醸成を図るため、緑と花の活動を行う方々の支援として、今年

度も自治会等の皆様に花苗の配付を行います。 

配付を希望される場合は、裏面の回答様式にてご回答をお願いいたします。（配付予定時期：10 月

下旬～11月下旬） 

 

２ 回答について 

 ・回答期限：８月 24 日(水) 

 ・回答方法：メール（回答様式の写真またはスキャンデータを添付） 又は FAX 又は郵送 

 ※希望多数の場合、連合自治会単位で花苗の個数を調整させていただくことがあります。 

お手数をおかけしますが、連合自治会ごとに取りまとめの上、調査票の提出をお願いいたします。 

  ※フラワーネックレス青葉で花壇やプランターを設置した地域の団体や連合自治会につきまして 

は、別途希望調査を行います。 

 

３ 配付する花の種類 

 以下の４品種を配付します。 

    
   パ ン ジ ー       ビ オ ラ       ス ト ッ ク       イ ベ リ ス 

 

４ 植替えについて 

 ・各自治会等から地域の方に声をかけて一緒に植替え作業を行うなど、花苗の植替えを地域のつな

がりづくりへ積極的に活用していただきますようお願いします。 

 ・植込み前の土づくりや雑草の処理等は、申請団体が適切に行ってください。 

 

 

 

担当：青葉区役所区政推進課企画調整係 

深澤、丹沢 

住所：〒225-0024 市ケ尾町 31-４ 

                                                      電話：978-2216 FAX：978-2410 

E-mail：ao-kikaku@city.yokohama.jp 

 

  

区 連 会 説 明 資 料 

令和４年７月２０日 

区 政 推 進 課 



■回答様式                            記入日   月   日 

 

連合自治会名：            

① １か所目 

 

② ２か所目 

 

【記載に当たっての注意点】 

※１連合あたり上限８ケース（うち、イベリスについては最大２ケース）とさせていただきます。 

（参考）１ケースあたり約 20～24 ポット 

※パンジーとビオラは数量の偏りを防ぐため、どちらかをご選択ください。 

※花の色系統については、ご希望がある場合のみ丸を付けてください。細かい色の指定はできかねます。 

また、花の入荷状況によりご希望に添えない可能性がございますので、あらかじめご了承ください。 

※納品については、1 連合当たり 2 か所まで配送可能です。 

※納品日については、日曜日は原則納品ができないため、月曜～土曜の納品となります。 

 

品種 パンジー ・ ビオラ（選択） ストック イベリス 

ご希望数 ケース   ケース ケース 

花の色系統（複数選択可） 白 ・ 黄 ・ ピンク ・ 青 － － 

納品日 （複数選択可） 10 月下旬 ・ 11 月上旬 ・ 11 月中旬 ・ 11 月下旬 

納品時間（複数選択可）    AM ・ PM 

納品日時等で要望があれ

ばご記入ください。 

（例：月～金曜日希望） 

 

納品場所  

植え込み場所  

単位自治会名  担当者名  

担当者連絡先               ※当日連絡が取りやすい電話番号をご記入ください 

品種 パンジー ・ ビオラ（選択） ストック イベリス 

ご希望数 ケース   ケース ケース 

花の色系統（複数選択可） 白 ・ 黄 ・ ピンク ・ 青 － － 

納品日 （複数選択可） 10 月下旬 ・ 11 月上旬 ・ 11 月中旬 ・ 11 月下旬 

納品時間（複数選択可）    AM ・ PM 

納品日時等で要望があれ

ばご記入ください。 

（例：月～金曜日希望） 

 

納品場所  

植え込み場所  

単位自治会名  担当者名  

担当者連絡先               ※当日連絡が取りやすい電話番号をご記入ください 



 

 

各自治会町内会長 様 

 

自治会町内会のための講習会の開催について 

 

日頃から市政・区政にご理解ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

今年度、自治会町内会の運営や ICTの活用等に関する講演と自治会町内会の取組事例

の発表をセットにした講習会を３年ぶりに開催します。 

つきましては、皆様からの多くのご参加をお待ちしておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 

１ 講習会の概要 

（１）講演・事例発表 

   第１回 令和４年８月 27日（土）10:00～12:00（9:30開場） 

旭区役所 新館大会議室 

   第２回 令和４年９月 10日（土）10:00～12:00（9:30開場） 

戸塚区役所 ８階大会議室 

 

   ※第３回として、令和４年 12月 10日（土）に西区役所での開催を調整中です。 

    詳細が決まりましたら、改めてご案内します。 

 

（２）内容 

   ・講演（第１回、第２回共通） 

「負担軽減と ICT活用～アフターコロナの自治会町内会活動～」  

講師：水津 陽子氏（合同会社フォーティＲ＆Ｃ代表） 

   ・事例発表（各回１事例） 

    自治会町内会による活動事例発表 

    （コロナ禍での自治会町内会活動など） 

 

２ 申込方法 

  【参加対象】どなたでも参加できます。 

自治会町内会運営でお困りの方、他の自治会町内会の取り組み事例を

知りたい方 など 

【申込方法】別紙の申込書に記入していただき、各区地域振興課へ持参またはＦＡＸ 

でお申込みください。 

【申込締切】令和４年８月 12日（金）まで 

 

 

市連会７月定例会資料 

令 和 ４ 年 ７ 月 1 2 日 

市民局地域活動推進課 

【担当】横浜市市民局地域活動推進課 

電話：671－2317 FAX：664－0734 

Ｅメール: sh-jichikai@city.yokohama.jp 



 自治会町内会のための講習会 

 ～講演・事例発表～ 

 

１ 講演・事例発表 

 

 

第一部 講演（第１回、第２回共通） 

 

 

 

第二部 事例発表 各区で活躍している自治会町内会の事例発表です。 

 

【日時】令和４年 ８月２７日(土) 10:00～12:00 

【会場】旭区役所 新館大会議室 【発表】若葉台北自治会 

                    会長 菅尾 貞登 氏 

【定員】 

約 40人 

【会場・アクセス】  旭区役所（旭区鶴ケ峰一丁目 4番地 12） 

           相鉄線「鶴ケ峰」駅北口下車徒歩 7分 

 

【日時】令和４年 ９月 10日(土) 10:00～12:00 

【会場】戸塚区役所 ８階大会議室 【発表】柏尾町内会 

                     会長 齋藤 純一 氏 

【定員】 

約 50人 

【会場・アクセス】  戸塚区役所（戸塚区戸塚町 16-17）  

JR、市営地下鉄ブルーライン「戸塚駅」下車 

 
 
２ お申し込み方法 

 
 
 
３ 講演 講師のご紹介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合同会社 フォーティ R&C代表 

地域活性化・まちづくりコンサルタントとして、全国の自治体や商店街等

で多数の講演実績あり。自治会町内会に関する書籍も執筆されています。 

主催：横浜市 市民局 地域活動推進課（電話：671-231７） 

※第３回として、令和４年 12月 10日（土）に西区役所での開催を調整中です。 

自治会運営の講演と地元の町内会による事例発表をセットにした講習会です。 

第１回 旭区「コロナ禍での自治会町内会活動～活動形態の工夫で乗り切る～」
   コロナ禍での密を避けるため、少人数のグループ活動を支援する自治会独自の補助金を創設しました。 

さらに情報発信の強化としてホームページを開設しました。当日は 2020年からの活動をご紹介します。 

受講を希望される方は、別添の申込書により、８月 1２日（金）までに各区の地域振興課に

お申し込みください。 

第２回 戸塚区「柏尾町文化祭と誌上発表会～リアルを紙面で共有～」 
   自作の絵画や彫刻等の作品を披露する文化祭で、作品の写真を Eメール等で募集し、紙面発表という 

形で文化祭を体験できるようにしました。当日は紙面にまとめた「誌上発表会」の冊子もご紹介します。 

水津 陽子 氏 

「負担軽減と ICT活用～アフターコロナの自治会町内会活動～」
 講師：水津 陽子 氏 

◆受講時は手指消毒、マスク着用をお願いいたします。◆発熱など体調が優れない場合は、受講をお控えください。 

・新型コロナウィルス感染症対策について 

◆感染状況により、講座を中止させていただく場合があります。 



                              令和  年  月  日 

 

 自治会町内会のための講習会 参加申込書 

 

受講を希望される方は、区名、自治会町内会名、氏名、電話番号、その他

必要事項をご記入の上、この申込書を各区地域振興課までご提出ください。 
 

※応募者多数の場合は、抽選により決定させていただきます。受講が不可の場合のみ、 

８/23(火)までにお電話でその旨をご連絡いたします。 

応募が定員内で、抽選を行わない場合は特にご連絡いたしませんので、当日はそのまま

お申込みいただいた会場にお越しください。 
 

～記入欄～ 

 
●区  名     【        区 】 

 

●自治会町内会名 【                    】 

 

●講習会の参加希望について 
 
 

氏  名 電話番号 
８/27 

旭区 

９/10 

戸塚区 

    

    

    

    

 

 

※参加を希望する日に、○印をご記入ください。 
※講習会の申し込みにあたり収集する氏名・電話番号の個人情報は「横浜市個人情報の保

護に関する条例」の規定に従い、適正に管理し、主催者から連絡の必要が生じた場合に

のみ使用します。 
 

 

◆お申し込み締切：令和４年８月 1２日（金）まで 

 

◆お申し込み・お問い合わせ先 青葉区地域振興課地域活動係 久保、平野  

電話：978-2291  ＦＡＸ：978-2413（FAXでもお申込みできます） 

 



あおば

 社協
だより

「あおば社協だより」は、
横浜市青葉区社会福祉協議会（以下、青葉区社協）
が実施している事業やイベントのお知らせ、報告等、
青葉区内の地域福祉に関する情報を掲載しています。

青葉区社協あんしんセンター
電話 ☎045-972-8836

社会福祉法人 横浜市青葉区社会福祉協議会
ホームページ http://aosha.jp/

青葉区社協 やってます！

 2022

7月
号

特集
青葉区社協青葉区社協
あんしんセンターあんしんセンター

あんしんセンターができること

（権利擁護事業）

青葉区社協あんしんセンター（以下、あんしんセンター）
では、高齢の方や障害のある方を対象に、日常的な金銭管
理や福祉サービスの利用援助等を支援する「権利擁護事業」
を実施しています。

身体が不自由で銀行に
行けないため、振込みや
預金の引き出しができない。

あんしんセンターでは、本サービスを利用される方と契約を取
り交わしたうえで、支援計画書にもとづき、職員（専門員・生
活支援員）が以下のサービスを提供します。

［できないこと］
買物、洗濯、介護、看護、通院の付添い等はできません。また、
債務整理等を目的とした金銭管理は行えません。

［できないこと］
保証人となることや宝石・貴金属・書画・骨董品等はお預かり
はできません。

公共料金などの
支払いの手続きが
一人では難しい。

お金の管理を誰かに
頼みたいが、近くに
相談できる相手がいない。

福祉サービスを利用
したいが、手続きや
金額がわからない。

暗証番号を忘れてしまう。
通帳や印鑑を自分で
管理するのが不安。

あんしんセンターのご利用にあたっては、
利用の適否を決定する審査を経て、契約を
取り交わす必要があります。

身近な方や自分自身のことで、
このようなご不安やお悩みが
ございませんか？？

相談は無料です。まずはご相談から！

あんしんセンターでは、金銭管理や福祉サービス
の利用手続きを通じて、関係機関と
連携しながら、本人が自立した生活
を送れるようお手伝いします。

①預貯金の出納を代理・代行します ( 金銭管理 )。
→支援計画および本人からの指示にもとづき、あんしんセ
ンター職員が、本人からお預かりした預金通帳から現金を
届け、定期的に必要な支払いや手続きを行います。

②あんしんセンターの職員が、定期的に訪問し、
　生活状況を見守ります。
→月々の出納の代理・代行とあわせて、本人の様子に変化
がないか等、生活状況を確認します。必要に応じて、関係
機関とも本人状況を共有します。

③介護保険等、福祉サービス利用案内と手続きを
　援助します。
→本人の希望にもとづき、サービス利用のための情報提供、
助言、各種手続きの援助を行います。

④預金通帳、有価証券、証書等の財産関係書類等
　をお預かりします。
→契約者本人名義のものをあんしんセンターが契約する貸
金庫に保管します。 ※④のみのサービス利用契約はできません。



　青葉区社協では、障害福祉の理解啓発に取り組んでいます。「インタビュー　えがお・
あおば」では、区内施設・団体で活動している障害のある方々への取材を通じて、普
段のご様子や声をご紹介します。

社会福祉法人　横浜市青葉区社会福祉協議会
〒 225-0024　横浜市青葉区市ケ尾町 1169 番地 22　青葉区福祉保健活動拠点「ふれあい青葉」内
電話　045-972-8836（代表）　045-972-7018（ボランティアセンター）　045-479-9111（移動情報センター）
ＦＡＸ　045-972-7519
メール　info@aosha.jp（代表）　ＵＲＬ　http://aosha.jp/

福祉保健活動拠点は、地域における区民の自主的な福祉活動、保健活動等にご活用いただけます。

「あおば社協だより」は、赤い羽根共同募金配分金の一部を活用して発行しています。

福祉保健活動拠点「ふれあい青葉」ってどんなところ？福祉保健活動拠点「ふれあい青葉」ってどんなところ？

ご寄付いただきご寄付いただき
ありがとうございます。ありがとうございます。

高橋裕也さん

あおば

 社協
だより

事業紹介

※協力：本会当事者団体部会・障害者施設連絡会

次回は、
「青葉区聴覚障害者協会」さんです。

施設・団体情報

インタビュー
 「えがお・あおば」

歩道橋

国道246号

バス乗り場
西口

フィットケアデポ●

至藤が丘

社会福祉法人
横浜市青葉区社会福祉協議会

東急田園都市線

市が尾駅

施設名：あおば地域活動ホームすてっぷ　　所在地：青葉台 2-8-22
連絡先：045-988-0222　　HP：https://le-pli.jp/facility/aoba-homestep/

（2022 年３月１日～ 2022 年５月 31 日　寄付者ご芳名）
( 株 ) 朝日／エムシーパートナーズ ( 株 ) 神奈川県オフィス／あざみ野フォーラム／ ( 株 ) タスカット／
( 有 ) 大真／匿名 12 件　※順不同・敬称略

■開館時間及び休館日■
開館時間　月曜日～土曜日　午前９時～午後９時
　　　　　日曜日及び祝日　午前９時～午後５時
休 館 日　年末年始 (12 月 29 日～１月３日 )

点字用プリンター
や 作 業 をするス
ペースがあります。

福 祉関連の 情 報
や、講座案内、地
域のお知らせを掲
示しています。

車いす等の貸し出
しを行っています。

（要予約）

ボランティアに関する情報収集・提
供、相談・紹介業務等を行っています。

会議や交流会、事
務 作 業 等に利 用
できます。( 利用
人数 54 人まで )

点字制作室

多目的研修室

ボランティアセンター
備品の貸し出し

情報紙コーナー
「ふれあい青葉」で「ふれあい青葉」で

できることできること

「すてっぷ」の楽しい雰囲気やパン製造に魅力を感
じ働き始めた高橋さん。職員の方からは「入社後３
週間でエースとして活躍していた」とお聞きし驚き
ました。インタビューを通し、ご自身のお仕事に誇
りを持って働かれていることが伝わってきました。

A.�平日の週５日、９時～16 時まで働いています。
　８時 40 分には出勤して支度をしてます。 A.�ウォーキングやお買い物をします。ピアノとマリンバの習

い事をしており、発表会に出る時もあります。

A.��パンの製造をしています。材料の計量
から生地の成形まで行っています。午前
中はパンの製造、午後は仕込み作業を
しています。

A.�言いたいことがうまく伝わらないことがあります。そんな
時は質問してもらい、伝えたいことを引き出してもらえる
と助かります。

A.�パンを作ることは楽しいです。カードを見ながらその通り
に順序立ててする作業が、自分に合っていると思います。
また「おいしかったね」「お仕事頑張っているね」と褒めて
もらえると嬉しいです。

Q. 週に何日間働いていますか？
Q. お休みの日は何をして過ごしていますか？

Q. 現在、担当されているお仕事は何ですか？
Q.日常生活のお困りごとはありますか？

Q.お仕事をしていて、楽しいことは何ですか？

03　あおば地域活動ホームすてっぷ
　「あおば地域活動ホームすてっぷ」は、青葉区の障害福祉の地域拠点です。青葉区及び近隣地域に暮らす障害をお持ち
の方々やそのご家族が、住み慣れた街で安心して暮らし続けていけるように、それぞれの福祉ニーズに合わせた支援を
行っています。また「基幹相談支援センター」が設置されており、様々なご相談にお応えするとともに地域の方や関係
機関との連携にも努めています。今回は日中活動支援事業でお仕事をされている “ 高橋裕也さん ” にお話を伺いました。


